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平成 25 年 3 月期第 2 四半期業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年 5月 15 日に公表いたしました平成 25年 3 月期第 2四半期累計期間の業

績予想との差異及び平成 25 年 3 月期通期の業績予想の修正について、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．平成 25 年 3 月期第 2四半期（累計）業績 

(1) 平成 25 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想との差異（平成 24 年 4月 1日～平成 24 年 9月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前回発表予想（A） 
（平成 24 年 5 月 15 日） 

百万円
10,800

百万円
630

百万円
760

百万円 
470 

円  銭
57   71  

今回実績（B） 12,758 1,118 1,211 744 91   42  

増減額（B-A） 1,958 488 451 274 － 

増減率 18.1％ 77.6％ 59.3％ 58.4％ － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 24年 3月期第 2四半期） 

10,648 966 942 549 67   50  

 

(2) 平成 25 年 3 月期第 2四半期（累計）個別業績の前期実績との差異（平成 24 年 4 月 1日～平成 24年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前期第 2四半期実績（A） 
（平成 24年 3月期第 2四半期） 

百万円
8,632

百万円
780

百万円
779

百万円 
451 

円  銭
55   48  

今回実績（B） 10,924 1,031 1,144 701 86   16  

増減額（B-A） 2,292 250 364 249 － 

増減率 26.6％ 32.1％ 46.8％ 55.3％ － 

 

２．平成 25 年 3 月期（通期）業績予想 

(1) 平成 25 年 3 月期（通期）連結業績予想の修正（平成 24 年 4月 1日～平成 25 年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前回発表予想（A） 
（平成 24 年 5 月 15 日） 

百万円
21,500

百万円
1,360

百万円
1,570

百万円 
950 

円  銭
116   64  

今回発表予想（B） 24,000 1,720 2,000 1,170 143   65  

増減額（B-A） 2,500 360 430 220 － 

増減率 11.6％ 26.5％ 27.4％ 23.2％ － 

（ご参考）前期通期実績 
（平成 24年 3 月期通期） 

21,150 1,624 1,765 1,001 123   01  

 

 

 



(2) 平成 25 年 3 月期（通期）個別業績予想の前期実績との差異（平成 24 年 4月 1日～平成 25 年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前期通期実績（A） 
（平成 24 年 3 月期通期） 

百万円
17,119

百万円
1,275

百万円
1,466

百万円 
816 

円  銭
100   31  

今回発表予想（B） 20,300 1,650 1,950 1,140 139   97  

増減額（B-A） 3,180 374 483 323 － 

増減率 18.6％ 29.3％ 33.0％ 39.5％ － 

 

３．修正の理由 

(1) 当第 2四半期連結累計期間の業績予想 

当第 2 四半期連結累計期間の業績につきましては、国内シューズ事業において訴求力のある機能商品を提供

して、他店舗との差別化を図り、得意先と売上で相乗効果が期待できる店舗の育成に努めた結果、売上高の増

加につながり、海外シューズ事業では欧米向けの販売が倍増するなど、全体の売上高は業績予想値を上回る結

果となりました。 

また、利益につきましては、シューズ・スリッパの生産にあたって、品質・納期・コストに対する要求が厳

しくなっており、収益を圧迫する要因の一つとなっているなか、売上高の増加に加えて、機能性の向上や新素

材開発等により継続的に収益力の向上に取り組んでいることから、業績予想値を上回る結果となりました。 

 

(2) 通期の業績予想 

通期の見通しにつきましては、上述の第 2 四半期連結累計期間の業績を踏まえ、連結業績については前回発

表予想、個別業績については前期実績を上回る見通しです。 

 

※本資料に記載されている業績予想等将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


